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Abstract
　Francesco Borromini designed the two Courtyards in the Oratorian architecture in Rome as 
the spacious gardens in which Oratorians could renew their vitality.
　To reveal the method of depicting the section-perspectives of The First Courtyard  and The 
Second Courtyard  in Opus architectonicum,  their section-perspective projections should be 
reconstructed. So, it is recognized that these section-perspectives were depicted with the same 
height to the sections in Opus.  The vanishing point is slightly lower than the top of the first 
arcade, and arches were made more extensive than supposed ones in each figure. There are 
some intentional alterations by engraver, but The First Courtyard  and The Second Courtyard  in 
Opus  represent Borromini’s ideas effectively.
１．はじめに
　 フランチェスコ・ボッロミー ニ Francesco 
Borromini （1599‐1667 年）は、17 世紀のローマ
で活躍した著名なイタリア・バロックの建築家である。
その代表的な作品の一つがオラトリオ会の建築1）
【Figure 1a, 1b】であり、18 世紀初頭には、それ
を主題とする『オプス・アルキテクトニクム』2）（以下『オ
プス』と略す）という建築書が、セバスティア ノー・ジャ
ンニーニ Sebastiano Giannini によって出版された。
ボッロミー ニ自身は建築書を出版することはなく、ま
た生前にその図面やスケッチが出回ることもなかっ
たため3）、『オプス』はボッロミー ニの設計の過程や
手法を探る上では、きわめて貴重な資料である。
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Figure 1a
《オラトリオ会の建築》 
平面図
（tav. II, in Opus, 1725）
* 各部名称は筆者が記入 .
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を 参 照 し な が ら、Borromini, Francesco (a cura 
di Maurizio De Benedictis), Opus Architectonicum, 
Roma, De Rubeis Editore, 1993. から掲載した。
Figure 5, 7, 9：C. II. 6., Archivio della Congregazione 
dell'Oratorio di R ma a Santa Maria in Vallicella. 図
版 の 出 典 は、Figure 7, 9：Borromini, Francesco, Opus 
architectonicum (a cura di Joseph Connors ), Milano, 
Edizioni Il Polifilo, 1998; Figure 5：Connors, Joseph, 
Borromini and the Roman Oratory, Style and Society, 
The ArchitectualHistory Foundation, New York, 
and MIT Press, Cambridge and London, 1980.
Figure 1a　《オラトリオ会の建築》平面図
（tav. II, in Opus , 1725）* 各部名称は筆者が記入
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　ところで、観者に強い印象を与えるボッロミー ニの
建築4）に関しては、その平面図を幾何学的な側面
から分析し、ボッロミー ニの作図法や設計過程を理
解しようとする研究がこれまでにも多くなされてきた5）。
しかし、平面における複雑な曲線が少ないオラトリ
オ会の建築は、このような研究上に取り上げあられ
ることは多くはない6）。
　一方、ボッロミー ニの建築においてたいへん興味
深いのは、3 次元的な思考による建築表現であり、
透視図法を用いたその作図法である。ボッロミー ニ
が実作において、たとえば 1652-53 年に設計したパ
ラッツォ・スパーダの中庭のプロスペッティー ヴァ 
Prospettiva 7） 【Figure 2】のように、透視図法を
応用することに強い関心を抱いていたのは明らかで
ある。
Figure 1b　ボッロミー ニ　《オラトリオ会の建物》
　　景観図（tav. LIVII, in Opus,  1725）
Figure 2　ボッロミー ニ
《プロスペッティー ヴァ Prospettiva》
ローマ（1652-1653 年）
　『オプス』の 67 枚の図版に含まれる4 枚の断面
透視図のうちの 2 枚は、「第一の中庭」（tav. L）
【Figure 3】と「第二の中庭」（tav. LIII）【Figure 
4】を対象とするものである8）。後述するように、こ
れらの中庭は計画上、建物全体を組織化していく
ための重要な拠点であり、またそこには広 と々した
見通しが求められていた。したがって、これらの中
庭の構図の分析は、ボッロミー ニの透視図の考え方
を探り、また実作の中でそれを応用する手法を理解
するために、たいへん有効であると考えられる。
　本稿においては、『オプス』のなかの「第一の
中庭」と「第二の中庭」の断面透視図をもとに、
その透視図の構図を復元し、その作図法の意味を
考察する。
Figure 3　《第一の中庭》
断面透視図（tav. L, in Opus,  1725）
Figure 4　《第二の中庭》
断面透視図（tav. LIII, in Opus,  1725）
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一様ではなく、またスケッチから完成度の高い計画
案にいたるまで、描かれた目的や内容は様々である。
ジャンニーニは、図版制作にはこれらの図面史料を
もとにしていたものの、不足する点においては目前
に建つ実際の建物を観察し、自らの解釈を加え、
手稿に対応させてまとめあげていった18）。したがっ
て、図版に関しては、ジャンニーニがボッロミー ニの
計画に忠実であろうとしても、考えや表現に違いが
生じたり、さらには意図的な変更が加えられたりする
こともあった。
２．３．『オプス』における図版の構成
　『オプス』の文章は全 28 章からなり、その章立
ては、建物全体の概括的な内容から始まり、次い
で全体の敷地の中で南西角地に位置するオラトリオ
とそのファサ ドー（第 5 章、第 6 章）に移り、順を追っ
て奥の北側に位置する食堂へと向かって進められ
ていく。
　図版は、ボッロミー ニの肖像画 1 枚と、平面図が
5 枚、立面図が 4 枚19）、断面図が 9 枚、断面透
視図が 4 枚、透視図が 1 枚、建築の細部が 42 枚、
景観図が 1 枚、計 67 枚が収められ、文章の流れ
に沿って順序立てられた。
　図版の紙の大きさは、建物の全体を表す平面図
や立面図が 2 つ折りにされている以外は大きく異な
ることはなく、多くの図版には矩形の枠組が設定さ
れ、枠組の大半は、外側の太い線と内側の細い線
の二重線からなる。
　断面透視図については、建物のなかで最も注目
されるべきオラトリオとその上部の図書館を対象に
した図（tav. XXXIX および tav. XL）の 2 枚の
ほかに描かれたのは、「第一の中庭」、「第二の中
庭」の 2 枚のみであり、オラトリオ会の建築において、
これらの中庭の見通しがいかに重要視され、精巧
に表現しようとされていたかが窺われる。
２．ジャンニーニによる『オプス』の制作
２．１．建築書としての『オプス』
　18 世紀初頭のローマにおいて、『オプス』の出
版者であるセバスティア ノー・ジャンニーニは、同じ
出版業界のドメニコ・デ・ロッシ9）を競合相手とし、
建築や都市景観に関する図版表現の技術を切磋
琢磨しながら、ボッロミー ニの建築書の出版に取りく
んでいた。
　ジャンニーニは 1720 年に、ボッロミー ニがデザイ
ンしたサンティー ヴォ聖堂を主題とする建築書10）を出
版していた。また 1725 年に『オプス』を出版した
後には、さらに 2 巻11）を加えて全 4 巻のボッロミー
ニの建築書の出版を意図していたと考えられている。
ジャンニーニは『オプス』の制作において、文章
が少ないなどのサンティー ヴォ聖堂の出版における
不足部分を補い、より完成度の高い仕上がりを目指
していた。
２．２．『オプス』の制作における史料
　ジャンニーニの『オプス』は、文章に合わせて多
くの図版を掲載し、オラトリオ会の建物の各部を詳
細に説明する構成である12）。本のタイトルに、ボッロ
ミー ニの原典から写し取ったものであると明記され13）、
ボッロミー ニの残された史料に基づき、『オプス』が
正確に制作されたことが強調されている。
　文章については、ジャンニーニが参照したのは、
オラトリオ会に保管されていた、オラトリオ会士のス
パーダ神父の自筆による手稿14）であった。ボッロミー
ニは生前にスパ ダー神父と共同で、オラトリオ会の建
物を主題とする建築書を出版しようと構想し、手稿
は 1646-1647 年にスパーダ神父により執筆された15）。
『オプス』の文章をこの手稿と比べてみると、章立
てをはじめ内容もほぼ一致することから、ジャンニー
ニは手稿の内容に従うことにより、ボッロミー ニの計
画を映し出そうしていたことが確かめられる16）。
　一方、図面に関しては、現在ボッロミー ニが描い
た図面の他に、複数の描き手による図面が残され
ているが17）、そこに見られる作図の技術や表現は
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３．『オプス』における「第一の中庭」、「第二の
　　中庭」
３．１．ボッロミー ニの構想の反映
　1636 年末にボッロミー ニは、前任のパオロ・マル
シェッリ Paolo Maruscelli（1596-1649 年）の仕事
を引き継ぎ、オラトリオ会の建築計画に着手した20）。
ボッロミー ニによる計画の進行過程は、1）オラトリオ
自体とそのファサ ドー（1636-1642 年）、2）食堂を
中心とする会士たちの居住域（1638-1641 年、な
かでも第二の中庭は 1639-1641 年）、4）第一の中
庭（1641-1643 年）の順である21）。先述したように、
スパーダ神父の手稿では、外部に近い「第一の中
庭」から、奥まった「第二の中庭」へと解説が進
められていて、実際のボッロミー ニの計画とは順序
が逆であるが、ジャンニーニは手稿のとおりに章立
てしている。
　さて、『オプス』の「第一の中庭」と「第二の
中庭」についての記述内容を、手稿と比べてみると、
スペリングの写し間違いのような細かい点を除いて
大きな変更はなく、手稿に書き留められた当時のボッ
ロミー ニの構想が『オプス』に写し取られていると
いえる。
　中庭の図面に関しては、「第一の中庭」は、ボッ
ロミー ニが計画し実現させたものであるから22）、ジャ
ンニーニは手稿をもとに実際の建物を調査し、ボッロ
ミー ニの計画を把握することが可能であった。「第
二の中庭」の西側の回廊は、ボッロミー ニが建築
の担当を退いて後の 1659-1662 年に建設されたが、
ボッロミー ニの計画に基づいて実現され23）、ジャン
ニーニはそれを直接観察しながら、ボッロミー ニの
計画に基づく図面制作が可能であった。また、中
庭の南側は、ジャンニーニの時代においても未完で
あったが、ボッロミー ニの計画を表す図面24）【Figure 
5】が残されており、ジャンニーニはそれをもとに、ボッ
ロミー ニの計画による「第二の中庭」の図版を制
作することができたはずである。
Figure 5　《第二の中庭》
南側立面
C. II. 6., Pl. XXXIII.
　ところが、「第一の中庭」に関しては、『オプス』
の 2 枚の平面図（tav. II【Figure 1a】、および
tav. III【Figure 6】）を、ボッロミー ニの計画を模
写したとされる1650-1653 年の建物全体の平面図25）
【Figure 7】と比較すると、「第一の中庭」の北側
に面する聖具室に並ぶ 3 つの窓に、明らかな違い
が読み取れる。これらの窓は、マルシェッリの計画
によって、中庭に向かって不均衡に開かれていたも
のである。手稿には、中庭の中央の軸線から左右
対称に開いて見えるように、各々の窓を拡幅して整
えたと記されているが26）、左右のどちらの方向に拡
幅したかまでは示されていない。【Figure 7】を見
ると、3 つの窓すべてが中庭から向かって右方向に
拡げられている。この平面図は、ジャンニーニが『オ
プス』の建物全体の平面図（tav. II）を作成する
際に参照したとされるが27）、ジャンニーニが描いた
窓は、すべてそれとは反対の左方向に幅が拡げら
れ、またこれに修正を加えて拡大して描いた平面図
（tav. III）28）では、中央および向かって右側の窓は
右方向に拡げられている。
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の広い敷地内の建物全体を、中庭を中心に各部分
をまとめて総括しようとしたと記されている。この配
置計画は、実際にはマリオ・アルコーニオ Mario 
Arconio（1575-1635 年？）の計画（1621-1623 年）
にまで遡るもので、後にマルシェッリへ、さらにボッロ
ミー ニへと引き継がれていった29）。次に、第 10 章の
「第一の中庭について」と、第 13 章の「第二の
中庭について」の章立てがあり、さらに第 15 章か
ら第 19 章にかけては、建物内における「ロッジア」
として、中庭とそれを囲む回廊に関して述べられて
いる30）。
　「第一の中庭」においては31）、ボッロミー ニは北
側の聖具室の窓を左右対称に整えたうえで、中央
最上部の窓には、門衛との受け答えなどの外部と
の関連を示唆するように目立った装飾を施した。さ
らにボッロミー ニは中庭南側に、北側との対応関係
を図りながら5 つのアーチを配置した。この 5 つの
アーチは、中庭の南側の回廊に接するオラトリオの
内部にも関連づけられている。さらに、外部の広場
からオラトリオのファサ ドーの中央入口を入った人が、
オラトリオ内部から中庭のちょうど中央軸線沿いに、
噴水のある美しい眺めが見通せるように図られてい
た。このように、「第一の中庭」においては、機能
面での必要性によるばかりではなく、空間の見通し
によっても建物の他の部分と関連付けられ、眺めの
演出が享受できるように配慮されていた。
　一方、「第二の中庭」には32）、奥まった場所に
ある庭園としての機能が求められ、奥行きの長手
方向に 8 スパン、横方向には 5 スパンと、会士たち
の散策の場に適った広 と々した空間が確保された。
ボッロミー ニはそこに、「第一の中庭」と同じように、
2 層のアーケ ドーを廻らせ、アーチの間には 2 層分
の高さの大オ ダーーのピラスター を配置した33）。
　ところで、「第二の中庭」の南側の面は、スパー
ダ神父が手稿を執筆した 1647 年においては、「ま
ださらに考えていかなければならない」34）という状態
であり、ジャンニーニの時代においても未完成であっ
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Figure 7　《オラトリオ会の建物》 
平面図 C. II. 6., Pl. XV.
Figure 5　《第二の中庭》南側立面 
C. II. 6.,Pl. XXXIII.
Figure 4　《第二の中庭》　
断面透視図
（tav. LIII, in Opus, 1725）
Figure 6　《オラトリオ会の建物》 
聖堂西側の平面図（tav. III, in Opus, 1725）
* 各部名称は筆者が記入
Figure 3　《第一の中庭》
断面透視図
（tav. L, in Opus, 1725）
Figure 2　ボッロミーニ
《プロスペッティーヴァ Prospettiva》 
ローマ（1652-1653 年）
Figure 1b　ボッロミーニ
《 オ ラ ト リ オ 会 の 建 物 》 景 観 図（tav. LIVII, 
in Opus, 1725）
Figure 8　《オラトリオ会の建物》 
南北縦断線から西側をみた断面図
（tav. LVI, in Opus, 1725）
Figure 10　《第二の中庭》
中庭北側をみた断面図
（tav. LIV, in Opus, 1725）
Figure 9　《第一の中庭》　
平面図および断面透視図
C. II. 6., Pl. XL.
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Figure 6　《オラトリオ会の建物》
　　　　　聖堂西側の平面図（tav. III, in Opus,  1725）
　　　　　* 各部名称は筆者が記入
Figure 7　《オラトリオ会の建物》
平面図 C. II. 6., Pl. XV.
　このような手稿に記述のない箇所については、『オ
プス』の図版は他の図面史料と合致しない点が
あり、ジャンニーニの判断による変更が認められる。
けれども、「第一の中庭」の断面透視図（tav. L）
や断面図（tav. LI）においては、手稿の中に示さ
れる通りに、聖具室の窓が中庭の中央の軸線から
左右対称に見えるようにして見通しが整えられ、最
上部の中央の窓のデザインが強調されて、ボッロミー
ニによる構想を表現しようと意図して描かれている
様子が読み取れる。
３．２．『オプス』における中庭の記述内容
　『オプス』では、まず第 4 章に、教会堂の西側
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た。ボッロミー ニによる平面図35）をみると、中庭の南
側にはマルシェッリが考えたような回廊はつくらずに、
5 スパンの大オーダーのピラスター と2 層のアーチが
直接、聖具室に所属する3 つの部屋に接して並べ
られている。『オプス』において語られるように、こ
れら3 つの部屋から「第二の中庭」に向かって開
く窓は、マルシェッリにより既につくられていたが、ボッ
ロミー ニは窓に「第一の中庭」のような見かけ上の
操作をして、5 つの柱割に合わせようと思案した36）。
また、3 つの部屋は、聖具室への彩光を妨げない
ように、中庭のアーチの 1 層目よりも高さが低く抑え
られていた。ボッロミー ニは、これらの部屋の上部に
「テラス」を設け、回廊の 2 層目に相当する部分は
空隙のまま残し、中庭南側の面を垂幕のような状態
にして立ち上げようとした。
　『オプス』のなかで、建物を南北に縦断した断
面図（tav. LVI）【Figure 8】を見ると、中庭の
南側には当時のボッロミー ニの計画にもとづく垂幕の
ような壁面が描かれている。しかし、その南方に接
する3 つの部屋の上部には、ボッロミー ニが計画し
た「テラス」ではなく、1659 年にボッロミー ニの計
画が変更された後の勾配屋根が描かれている37）。
『オプス』においては、中庭の南側は、建物内を
移動する会士たちにとって必要不可欠な動線である
と認識され、そこに生じた防雨などの問題から「テ
ラス」をつくる計画にいたるまでが詳しく説明されて
いる38）。しかし、ジャンニーニはそこに、ボッロミー
ニが考えた「テラス」ではなく、1659 年に改築さ
れ維持されてきた目前にある勾配屋根を描いていた。
Figure 8　《オラトリオ会の建物》
南北縦断線から西側をみた断面図
（tav. LVI, in Opus,  1725）
　さらに、『オプス』の第 16 章から第 19 章にかけ
て説明されるロッジアは、通り抜けるための機能的
な廊下や通路39）ではなく、中庭を囲むまとまりをもっ
た回廊部分を意味するものであり、それらは「閉ざ
されたロッジア logge chiuse」、「開かれたロッジア 
logge aperte」、および「屋上テラス」という意味
の「覆いのないロッジア logge scoperte」に分類
される40）。先ほどの「第二の中庭」を囲む 2 層のアー
チと大オーダーの上に載るのは、会士たちが自由に
散歩し、良好な外気を得る「空中庭園」 41）ともいう
べき「屋上テラス」である。
　「開かれたロッジア」42）は、「第一の中庭」の 1、
2 層目および「第二の中庭」の 1 層目に設けられ、
外気や風、日射しに対する遮蔽物がない。「閉ざさ
れたロッジア」43）は、会士たちが日常の生活の中で
昼夜利用する「第二の中庭」の 2 層目であり、風雨・
日射しから守られる必要がある。アーチは壁で閉ざ
されてはいるものの、通風・彩光のために、壁の厚
みの内面にはガラスによる開口部が設けられている。
特に、「閉ざされたロッジア」は単なる機能上の通
路ではなく、時節を愉しめる明るい場所であるべきだ
と考え、ボッロミー ニは壁の厚みに相当する開口部
から外壁面までの部分にバルコニ をー設け、柑橘系
の樹木の壺を飾り、外気にふれるくつろぎの場を創り
出した。柑橘系の樹木の壺は「屋上テラス」44）にも
また据えられて、広 と々した素晴らしい眺めを演出す
るように構想された。
　このように、オラトリオ会の建築のなかで中庭は多
様で大きな役割を持ち、『オプス』の中では、ボッロミー
ニはそれを十分に配慮したうえで、建物の各所との
関係を細かく検討し、魅力あふれる中庭を創り上げ
たことが認められる。特にその眺めは、会士たちの
生活に生気を与えるために重要であり、ボロミー ニ
はそこにかつて「ミケランジェロが考案したような大
オ ダーー」のピラスター によるデザインを成し遂げるこ
とができ、大きな満足感が得られる結果となった45）。
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Figure 9　《第一の中庭》
平面図および断面透視図
C. II. 6., Pl. XL.
　「第二の中庭」については、前述したように、ボッ
ロミー ニの計画をもとに描かれた中庭の南側の断面
図【Figure 5】48）が残されていたが、『オプス』に
はそれがそのまま図版化されることはなく、その一
方で、これに対面する中庭北側の面が図版化され
た【Figure 10】49）。その理由としては、ジャンニー
ニの時代においても中庭の南面が未完成であったこ
とが挙げられるが、むしろ建物の北西角部に位置
する時計塔を含めて描くために、図版化には中庭
北側の方が選択されたと推察される。時計塔のあ
る区域は 1647 年の手稿より後の 1650 年頃に建設
されたため、手稿には記されていないが50）、景観
を形成する上でその重要性は大きく、ジャンニーニ
は手稿の第 2 章の終わりの文にあえて書き換えをし
てまでも51）、時計塔の立面図や詳細図など 5 枚の
図版を自ら制作し、『オプス』に挿入するほどであっ
た52）。
3．3．『オプス』における中庭の図版
　『オプス』において「第一の中庭」および「第
二の中庭」は、ともに 2 枚（tav. II、tav. III）の
平面図、1 枚の断面図（tav. LVI）という、建
物全体を表した図版のなかに読み取ることができ
る。また、「第一の中庭」を対象として 1 枚の断面
透視図（tav. L）、1 枚の断面図（tav. LI）、1 枚
の中央の窓の詳細図（tav. LII）が描かれ、「第
二の中庭」については、1 枚の断面透視図（tav. 
LIII）と1 枚の断面図（tav. LIV）が制作され、
1 枚の中庭の大オーダーの柱頭の詳細図（tav. 
LVII）が添えられている。
　「第一の中庭」の北側に面する聖具室の壁面で
は、中央の窓のほかに、左右両端に設けられたニッ
チもまた視線を引き付けるデザインであり、これにつ
いて『オプス』では、彩光の問題に対処するため
に「劇場のような手法」46）を使って半円の平面とし、
上下の層に設けた 2 つのニッチに窓を開いたと記さ
れている。『オプス』の平面図では tav. II の右側
にのみ、ニッチの奥に開口部が認められるが、断
面透視図にはニッチの奥は陰影で省略された表現
であり、判別は不可能な状態である。さらに、左
右両側のアーケ ドーに並行する建物の壁体の窓もま
た、省略されている。ジャンニーニは、ボッロミー ニ
の「第一の中庭」の計画から数年後に描かれたと
される図面【Figure 9】47）を参照していたと考えら
れるが、ニッチの開口部や、聖具室の窓が拡幅さ
れた方向などの部分的な表現については、『オプス』
とこの図面とは一致しない点が多い。「第一の中庭」
については、史料の情報をそのまま採り入れて図版
が制作されたわけではないことが確認される。
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Figure 10　《第二の中庭》
中庭北側をみた断面図
（tav. LIV, in Opus,  1725）
　また、『オプス』の文章からは「閉ざされたロッ
ジア」であるはずの 2 層目は、断面透視図（tav. 
LIII）を見ると、中庭に面して手摺が設けられ鉢植
えが据えられているだけで、開かれたままに表され
ている。その理由として、開いて描いた方がアーチ
に並行する回廊の壁体の窓割などの様子を示すこ
とができるからであると思われる。一方、断面図（tav. 
LIV）において描かれている、中庭の北面の窓は、
断面透視図においては 2 層目の窓割が陰影をつけ
て省かれた表現となっている。これによって、『オプ
ス』の図版の表現は、情報の有無に限らず、制
作者の関心と判断によって差が生じていると認めら
れる。
4．『オプス』における作図法
4．1．「第二の中庭」の透視図の構図の復元
　さて、『オプス』における2 つの中庭の断面透視
図をもとに、その透視図の構図を復元し、その作
図法について考察する。まず、計画年代が早く、
庭園としての広 と々した見通しが構想された「第二
の中庭」から、その断面透視図（tav. LIII）をも
とに、平面図（tav. II）53）・断面図（tav. LIV）と
合わせて検討する54）。
　断面透視図に描かれた中庭突き当りの北側の面
の 2 層アーケ ドー全体の高さ（h1）を、【Figure 
11a】のように、断面図のアーケ ドー全体の高さと
一致させると、双方の図面の 1 層目・2 層目の高さ
（h2、h3）もまた一致する。このことから、建物の
高さについて、断面透視図の突き当りの面は、断
面図と同じ寸法で描かれていることが確認される。
また、断面透視図の裁断面（P.P.）におけるアー
ケ ドー全体の高さ（h4）を、断面図のアーケ ドー全
体の高さと一致させると、やはり両者の建物の 1 層
目・2 層目の高さ（h5、h6）は一致する。したがっ
て、この断面透視図は、単なる目測によるスケッチ
などではなく、断面図と同じ寸法によって描かれて
いると判断できる。
　次に、【Figure 11b】のように、中庭の左右に
面する奥行方向の 2 層のアーケ ドーの輪郭線をもと
に、左手に a ～ f の斜線を引き、右手には g ～ l
の斜線を引くと、これらの斜線が収斂する中央の点
が消点（V）として求められ、また消点から水平方
向に引いた直線が水平線（H.L.）である。その消
点の位置にもとづいて視高を設定すると、視高は 1
層目のアーケ ドー頂部よりやや低い位置にある。
　また、tav. II の平面図において、画面となる裁
断面（P.P.）および中庭の北側の突き当りの面の
位置（T）を想定する。断面透視図とこの平面図
について、裁断面における中庭の幅（w1）およ
び左右のアーケ ドーの柱芯から壁までの距離（w2、
w3）を一致させ、双方の図の位置関係を設定する。
そして、【Figure 11c】のように、断面透視図の突
き当りの面をもとに 5 連のアーケ ドーの柱から垂線
x1 ～ x6を引き、それらと平面図上の裁断面との交
点を切断点 A1 ～ A6とする。これらの点と、平面
図上の各々の柱が立つ点（B1 ～ B6）とを結んだ
斜線が収束する点が、停点（または視点、 S）とし
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であるから、視点はこの幅を越えてさらに南方に位
置することになる。一方、ボッロミー ニは、中庭の
南側に大オーダーの垂幕をつくり、それに接する聖
具室所属の 3 部屋の上部を「屋上テラス」とし56）、
その高さを1 層目のアーケ ドーの高さから「何パル
モか」低く設定していた57）。したがって、『オプス』
の断面透視図においては、実際に残されていた渡
り廊下よりも、むしろボッロミー ニの構想による「屋
上テラス」に上って、その中央から中庭を見渡した
ような位置に視点がとられているのである。
て求められ、透視図の構図が想定される。
　この構図に基づき、【Figure 11d】のように、断
面透視図において中庭の奥行方向に描かれている
左右のアーケ ドーの柱の立つ位置を推定する。ま
ず、平面図において、左右の各々の柱が立つ位置
（C1 ～ C4、C5 ～ C8）と停点を結び、斜線を引く。
そして、それらの斜線が裁断面と交わる切断点（D1
～ D4、D5 ～ D8）から、断面透視図に垂線 y1
～ y4、y5 ～ y8を引く。これらの垂線は、奥行き
方向に描かれている左右のアーケ ドーの柱の立つ
位置と推定され、断面透視図に描かれたアーケー
ドの柱の位置と重なるはずである。ところが、断面
透視図にある柱の位置は、これらの垂線と重なるこ
とはなく、画面の左手の柱の位置は、それぞれに
相当する垂線より左方向に、右手の柱の位置はそ
れぞれに相当する垂線よりも右方向にずらして描か
れている。これによって、画面の奥行き方向に描か
れた左右のアーケ ドーは、平面図にもとづいて復元
した垂線よりも拡げて描かれ、実際よりも中庭がより
いっそう広 と々表現されていることが認められる。さ
らに、想定される位置に柱を描いたとすれば、アー
ケ ドーの線が密になってそのデザインは読み取り難
いものとなる。したがって、断面透視図においては、
中庭に面するアーケ ドーのデザインを明確に表現す
るためにも、アーチの幅を意図的に拡げて描かれた
と推察される。
　また、視点は、平面図上では聖具室に付属して
並ぶ 3 部屋の中央に位置し、先述したように、視
高は 1 層目のアーケ ドーよりも少し低い位置にある。
実際には中庭の南側に、ボッロミー ニの計画以前に
マルシェッリによる建物の東西を結ぶ渡り廊下が、
19 世紀後半に至るまで残されていて55）、ジャンニー
ニがそこに上って中央から眺めたとすれば、視点は
おおよそこの位置に相当する。しかし、マルシェッリ
の渡り廊下はちょうど 1 層目のアーケ ドーの高さであ
るから、そこに立つ人の視高はそれよりさらに高く、
また渡り廊下の幅は 8 palmi（1 palmo≒25 cm）
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Figure 11a　《第二の中庭》
断面透視図の構図の復元
（1）断面図と比較した建物の高さ寸法
Figure 11c　《第二の中庭》　
断面透視図の構図の復元
（3）視点の推定
Figure 11b　《第二の中庭》
断面透視図の構図の復元
（2）消失点の推定
Figure 11d　《第二の中庭》　
断面透視図の構図の復元
（4）柱の位置の推定
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4．2．「第一の中庭」の透視図の構図の復元
　『オプス』に収められた「第一の中庭」の断面
透視図（tav. L）にもとづき、平面図（tav. II）・
断面図（tav. LI）を用いて、その透視図の構図を
復元し、その作図法を考察する。
　まず、断面透視図において、中庭の北側の突
き当りにある聖具室の壁面の全体の高さ（h1）を、
【Figure 12a】のように、断面図における全体の
高さと一致させると、両者の水平の窓割の線の高
さ（h2、h3、h4）は一致する。これによって、断
面透視図の突き当りの面は、建物の高さについて
断面図と同じ寸法で描かれていることが認められる。
また、断面透視図の裁断面（P.P.）におけるアーケー
ド全体の高さ（h5）を、断面図のアーケ ドー全体
の高さと合わせると、やはり両者の 1 層目・2 層目
の高さ（h6、h7）は一致する。したがって、この
断面透視図もまた、「第二の中庭」の断面透視図
のように、単なるスケッチなどによるのではなく、正
確に断面図と同じ高さ寸法によって描かれているこ
とが確認される。
　消点（V）を求めるには、【Figure 12b】のように、
中庭に面する奥行方向の左右 2 層のアーケ ドーの
輪郭線をもとに、左手に a ～ f、右手に g ～ l の斜
線を引く。これらの斜線が収束する中央の点が消
点であり、その点から水平方向に引いた直線が水
平線（H.L.）である。視高は、「第二の中庭」の
ように、1 層目のアーケ ドーの頂部よりやや低い位置
にあることが認められる。
　一方、tav. II の平面図において、裁断面（P.P.）
および突き当りの面（T）の位置を想定する。さらに、
断面透視図と平面図について、裁断面の中庭の
幅（w1）と左右のアーケ ドーの壁までの距離（w2、
w3）を一致させ、これらの図の位置関係を設定す
る。そして、【Figure 12c】のように、断面透視図
の突き当りの面をもとに、その 3 つの窓および両端
の 2 つのニッチのそれぞれの中心線から垂直線 x1
～ x5を引き、それらと平面図上の裁断面との交点
を切断点 A1 ～ A5とする。これらの点と平面図上
の窓やニッチの中心点（B1 ～ B5）を結んだ斜線
が収束する点が、停点（または視点 S）として求
められる。
　このようにして想定された透視図の構図に基づき、
【Figure 12d】のように、中庭の奥行方向の左
右のアーケ ドーの柱の立つ位置を推定する。まず、
平面図において左右の各々の柱が立つ位置（C1
～ C3、C4 ～ C6）と停点を結んで斜線を引き、そ
れらの斜線が裁断面と交わる切断点（D1 ～ D3、
D4 ～ D6）から、断面透視図に垂線 y1 ～ y3、
y4 ～ y6を引く。これらの垂線は左右のアーケ ドー
の柱の立つ位置として想定されるが、断面透視図
におけるアーケ ドーの柱の位置は、これらの垂線に
一致しない。「第二の中庭」ほど大きなさ差が生じ
ることはなくとも、やはり左手に立つ柱の位置は、そ
れぞれに相当する垂線より左方向に、右手の柱の
位置はそれぞれに相当する垂線よりも右方向にずれ
ている。「第一の中庭」においてもまた、奥行方向
の左右のアーケ ドーは拡げて描かれていることが確
認される。「第一の中庭」は、「第二の中庭」より
奥行が浅く柱割の数が少ないため、垂線と柱位置
との間に生じる差もまたより小さいが、やはり中庭を
広く表現するために、アーケ ドーは拡げて描かれて
いる。さらに、左右のアーケ ドーが突き当りの壁と接
する一番奥の柱割には、アーチではなくニッチが配
されている。これに対して、構図の垂線と重なる位
置に 1 スパン分のアーチと付柱を描いたなら、線が
密になり込み入った表現となるであろう。したがって
そこにニッチを配することで、さほど大きく柱の位置
をずらさなくとも、アーケ ドーのデザインを精確に表
すことができたと考えられる。
　また、視点は、平面図上では、オラトリオのファサー
ドの中央入口を入って中庭に至るまでの距離（オラ
トリオ自体の幅）のちょうど半分の点に位置し、そこ
に人が立つとすれば、「第一の中庭」へ向かって
開く扉口や、中庭の南側に立つ柱によって、実際
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Figure 12a　《第一の中庭》　
断面透視図の構図の復元
（1）断面図と比較した建物の高さ寸法
Figure 12b　《第一の中庭》
断面透視図の構図の復元
（2）消失点の推定
Figure 12c　《第一の中庭》　
断面透視図の構図の復元
（3）視点の推定
Figure 12d　《第一の中庭》　
断面透視図の構図の復元
（4）柱の位置の推定
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5．結論
　ボッロミー ニによるオラトリオ会の中庭は、建物全
体を組織化し総括するための拠点であり、またそこ
を散策する会士たちが生気を得られるような、広々
とした快適な場所であった。ボッロミー ニはそこに、
心地よい見晴らしのある空間を創り出し、さらに中庭
と建物の各部を繋げる効果的な見通しを考えてい
た。　
　『オプス』の図版における中庭の表現方法を探
るために、「第一の中庭」と「第二の中庭」の断
面透視図をもとに、その構図を復元した。まず、こ
れらの断面透視図における建物の高さに関しては、
『オプス』の中に収められている断面図と比較する
ことにより、同じ寸法で描かれていることが確認でき
た。次に、2 つの中庭の断面透視図について、そ
れぞれ奥行き方向の直線群を想定し、消点を求め
た。その消点の位置にもとづいて視点の位置を設
定すると、視点は両者とも1 層目のアーケ ドーのや
や下方にある。これは、地上に立つ人が見上げた
だけでは認識できない「屋上テラス」の様子を含
めて自然に表現するためであったと推察される。さ
らに、「第二の中庭」の図版における視点は、ボッ
ロミー ニが計画した南側の「テラス」に上って中央
から人が中庭を見渡した場合とほぼ等しいことが明
らかとなった。また、2 つの中庭において、画面の
奥行き方向に描かれた左右のアーケ ドーは、平面
図にもとづいて復元したアーチの幅よりも拡げられ
て描かれたことが認められる。これにより、中庭を
よりいっそう広く見せる効果を意図しただけではなく、
アーケ ドー自体を明瞭に表現しようとしたと考えられ
る。
　『オプス』における透視図において表現されてい
る「第一の中庭」、「第二の中庭」の図版は、精
確な透視図の構図にしたがいながらも、幾つかの
変更を加えることにより、ボッロミー ニが構想した庭
園のイメー ジを効果的に映し出したといえよう。
には視界は大きく妨げられる。しかし、断面透視図
においては、このような視界を制限する要素は省か
れている。
　また、視高は 1 層目のアーケ ドーのやや下方に
設定されていて、人間の目線よりかなり上方に位置
するが、これによって、奥行方向の両側の 2 層の
アーケ ドーは、対面する突き当りの聖具室の壁面に
向かって、自然な角度で収束するように描くことがで
きる。さらに、視高を人間の目の高さと同じに低く抑
えたのでは、建物を見上げる角度が急になり、アー
ケ ドーの上部を廻る「屋上テラス」と、その背後に
ある窓を配した壁面の様子を表現することは不可能
であろう。
　したがって、「第一の中庭」の断面透視図には、
オラトリオの内部に立つ人の視点からの見通しが、
そのまま表されたわけではない。しかし、ボッロミー
ニは、前述したように58）、外部の広場からオラトリオ
のファサ ドーの中央入口を入った人が歩みを進める
うちに、内部からちょうど中庭の中央軸線沿いに、
噴水のある美しい眺めを見通すように構想していた。
このボッロミー ニの意図をできるだけ効果的に表現
するため、断面透視図においては見通しの妨げと
なるものは削除され、かつアーケ ドーが自然な角度
で収束するように、2 層のアーケ ドーの半分ほどの
高さに視高が設定されたと考えられる。
　さらに、「第一の中庭」だけでなく、「第二の中庭」
においても、2 層のアーケ ドーが自然な角度で消点
に収斂していくように、断面透視図の視点は突き当
りの面のほぼ中央に設定されたと考えられる。それ
はちょうど、実際にボッロミー ニによる「テラス」に
上ってその中央から中庭を眺めた人の視点とほぼ等
しい位置にある。そこからの眺めは、この図の中に
自然な様子で表されているように、柑橘系の樹木の
壺が並び、大オーダーのコーニスが突き出す「屋
上テラス」による空中庭園であった。
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図版出典
Figure 1a 　《オラトリオ会の建築》 建物全体の平
面図（tav. II, in Opus , 1725）：図版内の各部
名称は筆者が記入。
Figure 1b　《オラトリオ会の建築》 景観図（tav. 
LIVII, in Opus , 1725）.
Figure 2　ボッロミーニ《プロスペッティーヴァ
Prospettiva》ローマ（1652-1653 年）.
Figure 3　《第一の中庭》　断面透視図（tav. L, 
in Opus , 1725）.   
Figure 4　《第二の中庭》　断面透視図（tav. 
LIII, in Opus , 1725）.
Figure 5　“Anonimous B” による《第二の中庭》
南側立面 C. II. 6., Pl. XXXIII.
Figure 6　《オラトリオ会の建物》 聖堂西側の建物
の平面図（tav. III, in Opus , 1725）
Figure 7　“Anonimous A” による《オラトリオ会の
建物の平面図》C. II. 6., Pl. XV.
Figure 8　《オラトリオ会の建物》 建物の 南北
縦断線から西側をみた断面図（tav. LVI, in 
Opus , 1725）.
Figure 9　1647 年頃より後の “Anonimous C” に
よる《第一の中庭》　断面透視図および平面図
（C. II. 6, Pl. XL, in Opus , 1725）
Figure 10　《第二の中庭》中庭北側をみた断面図
（tav. LIV, in Opus , 1725）　
Figure 1a, 1b, 3, 4, 8, 10：Borromini, Francesco, 
Opera del Cav. Francesco Boromino 
Cavata da Suoi Originali cioè L'Oratorio, 
e  Fabr ica  per  l 'Ab i taz ione De PP . 
dell'Oratorio di S. Filippo Neri di Roma 
... , Opus Architectonicum  ,  Sebastiano 
Giannini （edizione di）, Roma, 1725. 図
版の出典は、Borrom in i ,  F r ance s c o , 
Opera del Cav. Francesco Boromino …, 
（edzione di Sebastiano Giannini, Roma, 
ると、右側のニッチだけに開口部があるが、断
面透視図では左右と上下の合わせて 4 つのニッ
チに開口部が描かれている。また、北側突き当
りの聖具室の窓はすべて向かって右方向に拡
幅され、窓列は最下層のない 3 層に表現され
ている。
48）C. II. 6, Pl. XXXIII
49）tav. LIV, in Opus （1725）.
50）Connors, J., Op. cit ., 1980, pp. 52.
51）“SITO DELLA NUOVA ABITAZIONE ”
（Cap. II）, in Opus  （1725）； Opus （ed. by J. 
Connors, 1998）, pp. 14-15.
52）tavv. XXVII-XXXII, in Opus  （1725）.
53）Connors, J., Op. cit ., 1980. によると、tav. II の
全体図よりもtav. III の居住域の全体図の方
が新しく、ジャンニーニが修正を加えたとされる。
しかし、tav. II には「第一の中庭」の北側の
面に設けられた右側のニッチの彩光のための開
口部などが表されているため、本稿においては、
考察のための平面図として、tav. IIを採用した。
54）透視図の復元については、奈尾信英「ルネサ
ンス期のイタリアにおける透視図法の簡便化（2）
―バルダッサ レー・ペルッツィの「喜劇のための
舞台の習作」における作図法―」『図学研究』
　図学研究会　第 43 巻 4 号　2009 年 1 月　
pp. 3-11.を参照。
55）マルシェッリによる渡り廊下は 1871 年まで残され
ていた：Connors, J., Op. cit ., 1980, pp. 235-
236.
56）ボッロミー ニは、マルシェッリの渡り廊下の幅を
2 パルモ減じ、聖具室の付属部屋の上部の残り
の部分を「屋外のテラスに」しようと意図してい
た：Idem ..
57）Cap. XIII, in Opus  （1725）.
58）Cap. X, Opus （1725）; 本稿では 3.2. 
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1725）, in Opera & Opus Architectonicum , 
London, Gregg Press, s.d. および Borromini, 
Francesco, Opera del Cav. Francesco 
Boromino（ presentazione critica e note di 
Paolo Portoghesi ）, Roma, Edizioni dell’
Elefante, 1964. を参照しながら、Borromini, 
Francesco （a cura d i  Maur iz io  De 
Benedictis）, Opus Architectonicum , Roma, 
De Rubeis Editore, 1993. から掲載した。
Figure 5, 7, 9：C. II . 6 . ,  Archivio della 
Congregazione dell'Oratorio di Roma a 
Santa Maria in Vallicella. 図版の出典は、
Figure 7, 9：Borromini, Francesco, Opus 
architectonicum （a cura di Joseph Connors）, 
Milano, Edizioni Il Polifilo, 1998; Figure 
5：Connors, Joseph, Borromini and the 
Roman Oratory, Style and Society , The 
Architectual History Foundation, New 
York,  and MIT Press, Cambridge and 
London, 1980.
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